
○
国
土
交
通
省
令
第
六
十
五
号

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
八
条
第

五
項
た
だ
し
書
及
び
第
九
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二
号
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五

条
、
第
二
十
一
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促

進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
軽
微
な
変
更
）

第
一
条

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第

五
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

同
一
年
度
内
に
お
け
る
観
光
圏
整
備
事
業
の
実
施
時
期
の
変
更

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
観
光
圏
整
備
事
業
の
実
施
に
支
障
が
な
い
と
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
変
更



（
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
条

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
認
定
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
三
条

法
第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
の
認
定
に
係
る
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
認
定
観
光
圏
整
備
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
（
新
旧
の
対
照
を
明
示
す
る
こ
と
。
）

三

変
更
の
理
由

（
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
軽
微
な
変
更
の
届
出
）



第
四
条

法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
軽
微
な
変
更
を
し
た
旨
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
観
光
圏
整
備
事
業
者
は
、

遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
し
た
事
項
（
新
旧
の
対
照
を
明
示
す
る
こ
と
。
）

三

変
更
し
た
日

四

変
更
の
理
由

（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
館
業
）

第
五
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
館
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
営
業
、
同
条
第
三
項
に
規
定

す
る
旅
館
営
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
簡
易
宿
所
営
業
で
あ
っ
て
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
又
は
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
に
該
当
す
る
も
の

二

旅
館
業
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
下
宿
営
業



（
観
光
圏
内
限
定
旅
行
業
者
代
理
業
の
対
象
と
な
る
旅
行
の
範
囲
）

第
六
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
行
は
、
一
の
自
ら
の
営
業
所
の
存
す
る
観
光
圏
の
区
域
内
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
旅
行
と
す
る
。

（
標
識
の
様
式
）

第
七
条

法
第
十
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
と
す
る
。

（
法
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
研
修
）

第
八
条

法
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
研
修
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

一

旅
行
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ

る
科
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
十
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
研
修
の
講
師
又
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
者
を
講
師
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
観
光
圏
内
限
定
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
の
要
件
）



第
九
条

法
第
十
二
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
前
条
の
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。

（
共
通
乗
車
船
券
）

第
十
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
通
乗
車
船
券
に
係
る
運
賃
又
は
料
金
の
割
引
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
運
送

事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
共
同
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

共
通
乗
車
船
券
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
運
送
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

共
通
乗
車
船
券
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
運
送
事
業
者
を
代
表
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称

三

割
引
を
行
お
う
と
す
る
運
賃
又
は
料
金
の
種
類

四

発
行
し
よ
う
と
す
る
共
通
乗
車
船
券
の
名
称

五

発
行
し
よ
う
と
す
る
共
通
乗
車
船
券
の
発
行
価
額

六

発
行
し
よ
う
と
す
る
共
通
乗
車
船
券
に
係
る
期
間
、
区
間
そ
の
他
の
条
件

（
法
第
十
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
十
一
条

法
第
十
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
が
観
光
圏
に
存
す
る
路
線
に
係



る
運
行
系
統
ご
と
の
運
行
回
数
を
増
加
さ
せ
る
事
業
と
す
る
。

（
法
第
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
人
の
運
送
を
す
る
貨
物
定

期
航
路
事
業
又
は
同
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
の
運
送
を
す
る
不
定
期
航
路
事
業
を
開
始
す
る
事
業

二

海
上
運
送
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
人
の
運
送
を
す
る
貨
物
定
期
航
路
事
業
又
は
同
法
第
二
十
条
第
二
項

に
規
定
す
る
人
の
運
送
を
す
る
不
定
期
航
路
事
業
を
変
更
す
る
事
業

（
法
第
十
五
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
十
三
条

法
第
十
五
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
運
航
回
数
を
増
加
さ
せ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

運
航
日
程
又
は
運
航
時
刻
を
変
更
す
る
も
の
（
海
上
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第

十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
軽
微
な
事
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

二

運
航
が
特
定
の
時
季
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
運
航
の
時
季
を
変
更
す
る
も
の



（
権
限
の
委
任
）

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
（
共
通
乗
車
船
券
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
運
送
事
業
者

に
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
に
よ
る
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
が
含
ま
れ
る
場
合
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
は
、
共
通
乗
車
船
券
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
運
送
事
業
者
を
代
表
す
る
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

地
方
運
輸
局
長
に
委
任
す
る
。

２

法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
運
輸
局
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
書
類
の
提
出
）

第
十
五
条

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
べ
き
申
請
書
又
は
届
出
書
は
、
当
該
申
請
又
は
届
出
に
係
る

観
光
圏
の
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
（
当
該
観
光
圏
の
区
域
が
二
以
上
の
地
方
運
輸
局
長
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
と

き
は
、
当
該
観
光
圏
の
区
域
を
管
轄
す
る
い
ず
れ
か
一
の
地
方
運
輸
局
長
）
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
七
月
二
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



（
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整
備
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整
備
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年

運
輸
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
一
条
を
削
り
、
第
二
条
を
第
一
条
と
す
る
。

第
三
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
削
る
。

第
十
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十

六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。



第
十
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
七
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
十
五

条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
前
段
」
を
「
第
十
八
条
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
後
段
」
を
「

第
十
八
条
後
段
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
二
十
七
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。



第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を

「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
第
四
十
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

六
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
六
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。



第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
六
条

第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
第
二
十
五
条
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
四
十
条
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
四
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
四
十
四
条
中
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
に
規
定
す
る
権
限
」
を
「

法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め

、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同



項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第

二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第

三
十
六
条
と
す
る
。

第
四
十
五
条
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

外
国

人
観

第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「
（
第
十
五
条
第
一
項
関
係
）
」
を
「
（
第
七
条
第
一
項
関
係
）
」
に
、
「

光
旅

客
の

来
訪

地
域

の
整

備
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
外

国
人

観
光

旅
客

の
旅

行
の

容
易

」
を
「

」
に
改
め
る
。

化
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律

第
三
号
様
式
中
「
（
第
三
十
二
条
関
係
）
」
を
「
（
第
二
十
四
条
関
係
）
」
に
改
め
る
。

外
国

人
観

光
旅

客
の

第
四
号
様
式
中
「
（
第
三
十
三
条
第
一
項
関
係
）
」
を
「
（
第
二
十
五
条
第
一
項
関
係
）
」
に
、
「

来
訪

地
域

の
整

備
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

条
第

項
外

国
人

観
光

旅
客

の
旅

行
の

3
6

2

」
を
「

2
4

2

」
に
改
め
る
。

容
易

化
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

条
第

項

第
五
号
様
式
中
「
（
第
三
十
五
条
関
係
）
」
を
「
（
第
二
十
七
条
関
係
）
」
に
改
め
る
。

外
国

人
観

光
旅

客
の

来
訪

地
域

の
整

第
六
号
様
式
中
「
（
第
三
十
六
条
関
係
）
」
を
「
（
第
二
十
八
条
関
係
）
」
に
、
「



備
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

条
第

項
外

国
人

観
光

旅
客

の
旅

行
の

容
易

化
等

の
促

3
6

2

」
を
「

2
4

2

」
に
改
め
る
。

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

条
第

項

外
国

人
観

光
旅

客
の

第
七
号
様
式
中
「
（
第
三
十
七
条
第
一
項
関
係
）
」
を
「
（
第
二
十
九
条
第
一
項
関
係
）
」
に
、
「

来
訪

地
域

の
整

備
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

条
第

項
外

国
人

観
光

旅
客

の
旅

行
の

3
6

2

」
を
「

2
4

2

」
に
改
め
る
。

容
易

化
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

条
第

項

外
国

人
観

光
旅

第
八
号
様
式
中
「
（
第
四
十
一
条
関
係
）
」
を
「
（
第
三
十
三
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
様
式
表
面
中
「

客
の

来
訪

地
域

の
整

備
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

三
十

六
条

第
三

項
外

国
人

観
光

旅
客

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中
「

の
旅

行
の

容
易

化
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

二
十

四
条

第
三

項

外
国

人
観

光
旅

客
の

来
訪

地
域

の
整

備
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
外

国
人

観
光

旅
客

の
旅

」
を
「

行
の

容
易

化
等

の
促

進
に

よ
る

国
際

観
光

の
振

興
に

関
す

る
法

律
第

五
十

条
第

三
十

七
条

第
三

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

十
六

条
第

三
項

第
二

十
四

条
第

三
項

（
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
し
た
改
正
前
の
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整
備
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の



振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
号
様
式
に
よ
る
合
格
証
書
、
旧
規
則
第
二
号
様
式
に

よ
る
筆
記
試
験
合
格
証
書
及
び
旧
規
則
第
八
号
様
式
に
よ
る
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整
備
等
の
促
進
に
よ
る
国
際

観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

証
明
書
は
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
号
様
式
に
よ
る
合
格
証
書
、
新
規
則
第
二
号
様
式
に
よ
る
筆
記
試
験
合
格
証

書
及
び
新
規
則
第
八
号
様
式
に
よ
る
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法

律
第
二
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
届
出
に
係
る
地
域
限
定
通
訳
案
内
士
登
録
申

請
書
、
登
録
事
項
変
更
届
出
書
及
び
登
録
証
再
交
付
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
四
号
様
式
、
第
六
号
様
式
及

び
第
七
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



別記様式（第七条関係）

センチメートル以上35

観光圏内限定旅行業者代理業認定票

認 定 番 号 観光圏内限定旅行業者代理業 第 号

認 定 年 月 日 年 月 日

有 効 期 間 年 月 日から 年 月 日

所属旅行業者
登 録 番 号 及 び 登録旅行業 第 号
氏 名 又 は 名 称

氏 名 又 は 名 称

営業所の名称

観光圏内限定
旅行業務取扱
管理者の氏名

受 託 取 扱

企 画 旅 行

注 １ 地の色は、黄緑色とする。.
２ 受託契約を締結していない者にあっては、受託取扱企画旅行名の欄.

を省略することができる。

３ 受託取扱企画旅行の欄は、取り扱っている企画旅行の企画者が明確.
となるよう記載する。

セ
ン

チ
メ

ト
ル

以
上

35

ー


